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図4　イン7オームドコンセントに関する改善策の効果
　　完全群：「リーフレットを受け取ったか」，「同意書の説明内容は十分であったか」，　「病院で
　　の学生実習の説明は十分であったか」すべてに「はい」と答えた産婦．リーフレットなし群：
　　「リーフレットを受け取ったか」に「いいえ」，「同意書の説明内容は十分であったか」，「病
　　院での学生実習の説明は十分であったか」に「はい」と答えた産婦．不完全群：完全群，リー
　　フレットなし群を除くすべての産婦．完全群とリーフレットなし群の間には有意な差はみられ
　　なかった．
トを受け取ったか」，「同意書の説明内容は十分
であったか」，　「病院での学生実習の説明は十分
であったか」3項目すべてに「はい」と回答して
いた．
　インフォームドコソセソトに関する改善策の影
響について示した（図4）．「リーフレット」の配
布率が低かったため，改善策3項目を完全に実施
した「完全群」，「リーフレット」のみを実施し
ていない「リーフレットなし群」，それ以外の
「不完全群」の3群に対象を分類した．その結果，
「学生に抱く感情」に有意な差がみられ，「不完
全群」は，「完全群」，「リーフレットなし群」
に比較し，分娩期のく肯定的感情〉が低く，〈否
定的感情〉が高かった．また，産褥期においても，
「不完全群」のく否定的感情〉が，「完全群⊥
「リーフレットなし群」に比較して有意に高かっ
た．
考　　察
　本研究では，初産婦と経産婦を分けず結果を示
した．これは，初産婦・経産婦を問わず分娩に対
してさまざまな不安を抱いている3）ことと，自由
記述において，初産婦からも経産婦からも同じ内
容の記述が多く得られ，出産経験の有無による特
徴といったものは見出せなかったからである．し
たがって，産婦が学生の援助から得たものは，出
産経験の有無によらず同様のものであったと推察
されたからである．
　学生の援助に対する満足度に関して，妊娠期，
分娩期，産褥期と80％以上の満足度の得点が得
られた．岩岬）は，助産師によって援助された分
娩において，産婦の84．6％が自己の分娩体験を
「満足な分娩」と評価していたと報告し，中野
ら5）は，約80％以上のものが満足していたと述べ
ている．本研究とは，質問方法が異なるため単純
に比較できないが，今回の学生援助に対する産婦
の満足度は決して低いものではないといえよう．
　さらに，丁丁4）は，「満足な分娩」の構成要素
の重要な要素は，「助産師のかかわり」であり，
産婦が求めている援助は，「そばにいて欲しい」，
「一人にしないで欲しい」，「声をかけて欲しい」
というものであったと述べている．本研究の産婦
の自由記述に明らかなように，学生の分娩期の援
助は，共感的姿勢で側に寄り添い，陣痛緩和のマ
ッサージを続け，産婦に安心感と心強さを抱かせ
るものであった．つまり，産婦が求める分娩期の
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援助に沿うものであったといえよう．
　KUIausら6）は，共感的な同伴者（ドゥーラ）の
存在が分娩の順調な進行に効果的であると報告し，
分娩経過中に共感的態度で産婦の側に同伴するも
のの存在の重要性を指摘している．知識や介助技
術の未熟さは否めないが，産婦の自由記述は，学
生がドゥーラとしての役割を果たしうる可能性を
示すものである，，
　それにしても，学生の知識や援助技術の対する
不安の記述が少なく，学生実習に対する評価がこ
れほど高いことは驚くべきことである．村上7）は，
自己の出産に十分満足していると評価した女性が，
出産の際に「孤立感」や「忙しさがかもし出す拒
絶間」を抱いていたことを明らかにし，これらの
満たされなかった思いは，満たされた思いによっ
て，相殺されたり合理化されたりする可能性を示
した．今回の助産学実習に対する産婦の自由記述
から抽出された「側に寄り添う」ことや「安楽の
援助」，「安心感」，　「心強さ」，　「気安さ」は，
臨床助産師と違って，同時に複数の援助対象者を
受持つことのない学生が，常に産婦の傍らにいて
援助を提供する実習スタイルによって，「孤立
感」や「忙しさがかもし出す拒絶感」を抱かせて
いない．学生の診断や技術に関する不安も，相殺
し合理化され，総体的に産婦は学生の援助に満足
していると推察できる．しかし，相殺されたもの
が本当に学生の知識や援助技術に対する不安であ
るのか，別のものなのか，あるいは無いのか，さ
らに分析の余地がある．
　また，産婦が学生に対して抱く感情は，受け持
ち時，分娩期，産褥期という時間経過とともに肯
定的感情が増強し，否定的感情が減弱する．これ
は，分娩期のかかわりや，産褥期の援助を提供す
る過程で，産婦と学生との関係が，「共感的姿
勢」や「親切な態度」，「気安さ」，話をじっくり
聞く学生の姿勢などによって，より親密なものに
移行した結果であろう．
　つまり，分娩期は常に産婦の傍らに存在し援助
を提供する助産学実習のあり方や，学生の共感的
姿勢や親切さ，気安さといったものが，産婦の満
足度や学生に抱く感情に効果的に作用しているこ
とが示唆される．
　一方，イソフォームドコンセソトに関する改善
策の効果に関しては，「リーフレット」の配布に
かかわらず，同意に関する文書を取り交わすこと
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と，病院での学生実習の説明内容の十分野が産婦
の学生に抱く感情に影響している。特に，分娩期
の感情に影響しており，親役割の獲得遂行に影響
するといわれる産婦の出産体験8）に，何らかの影
響を及ぼしている可能性が危惧される．実習協力
の同意に関する文書の取り交わしは，対象者の権
利を保障するという倫理的側面において重要な行
為である．学生実習によって，対象者のQOLが
損なわれてはならない．そのためにも，病院での
学生実習の十分な説明のもと，実習協力の同意に
関する文書を取り交わすことは不可欠であると考
える．
　本研究は助産学実習の性質上，対象者数が少な
いため，今後も対象者を増やし，イソフォームド
コンセソトに関する改善と産婦の助産学実習に対
する評価との関連をさらに検討する必要がある．
また，助産学実習に対する肯定的評価が目立つこ
とにも留意し，よりよい助産学実習のためには，
助産学実習に対する批判や学生の知識・援助技術
に対する不安などを掘り下げて分析する必要があ
る．成入および老年看護学実習において，学生実
習の受け持ち患者となった対象は，学生の人間的
成長への期待や社会人を育てていくという気持ち
で，意図的に教育的活動を行っていたとの報告が
ある9）．助産学実習の分析も，学生の援助に関す
る実習評価にとどまらず，対象となる産婦が実習
をどのように受け入れ，学生とどのようにかかわ
り，助産学実習から何を得たのかということにも
焦点を当て分析することが，実習をよりよいもの
とするためには必要であろう．そのためにも，今
後は，インタビューなど質的研究法を用いて分析
することも効果的であると考える．
結　　語
　本研究では，2004年度に実施された助産学実習
における，助産学生の周産期援助に対する産婦の
評価を明らかにし，イソフォームドコソセソトに
関する改善策が，産婦の評価にどのように影響し
たのか検討した．
　産婦の評価は，学生の援助に対する満足度，学
生実習の全体的評価ともに高い評価が得られ，産
婦が学生に抱く感情も時間経過とともに肯定的感
情が高まり，否定的感情が減弱していた．また，
インフォームドコンセソトに関する改善策の効果
は，助産学実習に関する病院での十分な説明と，
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実習協力の同意に関する文書の取り交わしが産婦
の，特に分娩期における学生に抱く感情に影響す
ることが明らかとなった。
　今後の助産学実習では，常に産婦の傍らに存在
し援助するというこれまでのスタイルを続けると
ともに，病院での実習に関する十分な説明と実習
協力の同意に関する文書の取り交わしを完全に実
施することが重要である．
　2004年度，助産学実習において実習に協力していた
だきました産婦の皆様，および，調査を行うにあたっ
て，ご協力いただきました鳥取大学医学部保健学科助
産学実習施設関係者の皆様に深謝いたします．
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